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論文内容の要旨

〔目的〕

近年，マスト細胞に多様性の存在する乙とが報告されており，結合組織型マスト細胞と粘膜型マスト細

胞の二つの亜群に分けられている。両者はその存在部位が異なるだけでなく，形態学的，生化学的，免疫

学的にも異なった特徴を有している。結合組織型は細胞質内頼粒にヘパリンフ。ロテオグリカンを有し，ヒ

スタミン含有量が多く，皮膚，腹腔内，胃固有筋層lζ存在する。一方，粘膜型はコンドロイチン硫酸フ。ロ

テオグリカンを含み，ヒスタミン含有量は少なく，消化管粘膜に存在する。電顕では，粘膜型マスト細胞

は結合組織型より若干小さく，粘膜型の細胞質内頼粒は結合組織型のそれに比べて大きく数は少ない。こ

の様lと明らかに表現形質は異なるが，両者がどのような相互関係にあるのかは全くわかっていない。以前

私たちは粘膜型の性質を有する培養マスト細胞が腹腔で結合組織型になることを明らかにした。今回は，
V 

遺伝的にマスト細胞を欠損するW/Wマウスの胃粘膜に結合組織型の性質を有する腹腔内マスト細胞を移

植して，経時的に観察した。

〔方法〕

正常マウスの腹腔細胞を密度勾配遠心法をもちいてマスト細胞含有率約50%まで高めたのち，位相差顕

微鏡下でマイクロマニュピュレエターをもちいてマスト細胞を釣り上げる乙とができる。 20個または 1 個
V 

のマスト細胞を釣り上げマスト細胞欠損突然変異マウスで、あるW/Wマウスの胃壁に移植した。移植後 1 , 

10 , 35, 70 日自に胃を摘出し，アルシアンプ、ノレー染色と細胞質内頼粒のへパリンフ。ロテオグリカンを特異

的に染色する蛍光色素であるベルペリン硫酸をもちいて，組織化学的検索をおこなった。ベノレペリン硫酸

で結合組織型マスト細胞は染色されるが，粘膜型は染色されない。両型の区別には，電顕も用いた。
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〔結果〕

1) 20個のマスト細胞を移植:移植後 1 日目の胃組織の移植部位のうち37必に平均 1 個のマスト細胞を

見ることができた。 10日目の移植部位には全くマスト細胞をみとめなかった。ところが， 35日自には移植

部位の65~ぢに平均620個， 70日自には59箔に平均 720個のマスト細胞をみとめた。また，結合組織型の性

質を有する腹腔マスト細胞は移植前にはベルベ、リン硫酸陽性であったが，移植後35 ， 70 日目の胃粘膜に見

られたマスト細胞はベノレベ、リン硫酸陰性であった。

2) 1 個のマスト細胞を移植:移植後35日目に胃を摘出した。 240カ所の移植部位のうち14カ所にマス

ト細胞コロニーが出現した。そのうち 4 カ所は固有筋層にのみマスト細胞がみられ それらは全部べ、ルペ

リン硫酸陽性であった。 1 カ所は粘膜にのみマスト細胞がみられそれらは全部ベルベ、リン硫酸陰性であっ

た。 9 カ所は胃粘膜と固有筋層の両者にマスト細胞がみられ，粘膜部に存在するものはべ、ルベ、リン硫酸陰

性，固有筋層に存在するものは陽性であった。さらに電顕で観察したと乙ろ胃粘膜では粘膜型の特徴を有

した，固有筋層では結合組織の特徴を有したマスト細胞がみられた。

〔考案〕

1)移植後10日目の胃組織にはマスト細胞はみられなかったにもかかわらず， 35 , 70日白には多数のマ

スト細胞がみられた。乙の事より，増殖能力を持った結合組織型マスト細胞は一震その分化したマスト細

胞としての表現型を失ってから増殖段階に入り，その後結合組織型または粘膜型マスト細胞として分化す

るのではないかと考えた。

2) 1 個の結合組織型マスト細胞を胃壁に移植したところ，胃粘膜には粘膜型マスト細胞が，固有筋層

には結合組織型マスト細胞が多数出現した。。乙の事より，形態的に結合組織型と確認されたマスト細胞の

一部は結合組織型と粘膜型の両型に分化する能力を持ち，どちらの型に分化するかはマスト細胞がおかれ

た環境により決定されるのではないかと考えた。

機括〕

結合組織型マスト細胞の一部は，結合組織型と粘膜型の両型に分化する能力を有する。どちらの型に分

化するかは，マスト細胞がおかれた環境により形定される。

論文の審査結果の要旨

マスト細胞には結合組織型と粘膜型の 2 種類の亜群が存在する。両者はその存在部位が異なるだけでな

く形態学的，生化学的，免疫学的にも異なった特徴を有している。両者の相互関係について，遺伝的にマ

スト細胞を欠損するW/WVマウスの胃壁に結合組織型の性質を有する腹腔内マスト細胞を 1 個移殖するこ

とにより調べた。その結果，移殖した 1 個の結合組織型マスト細胞が数百から数千にまで増殖し，しかも

胃粘膜では粘膜型に固有筋層では結合組織型に分化し得ることを観察した。以上のように本論文はマスト

細胞の亜群閣の形質の転換について研究したもので，学位lと値すると評価される。
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